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               夢中になろう 

                                     校長 佐野 正俊 

 昼休み、校長室の窓の向こうから、子どもたちの歓声が聞こえてきます。どうやら、グラウンドの築

山で夢中になって遊んでいるようです。校長室の窓から外を見ると、３年生の子どもたちでした。助走

を付けて一気に急斜面を駆け上がる子、てっぺんから滑り下りる子、点在する草むらで昆虫を捕まえる

子。たかが築山ですが、されど築山です。実に多様な遊びを子どもたちに提供してくれています。 

 また別の日、バスで下校する１年生を見送っていると、ある男の子が、虫かごを見せてくれました。

そこには、小さなアマガエルがプラスチックの虫かごの側面にびっしりへばりついていました。その子

は「さようなら」と言いながら、満足そうにバスの中に入っていきました。おそらく、昼休みに校庭の

草むらで、夢中になって捕まえたことが楽しかったのでしょう。 

 ゲーム機等の普及で子どもの外遊びが減ったと言われるようになり、随分年月が経ちました。その間、

学校での子どもの遊びは、野球をして遊ぶ子を見かけなくなったこと以外は、あまり昔と変わらないよ

うに思われます。森小っ子は、校舎の内でも外でも工夫をしながら、友達と一緒になって時間いっぱい

遊びに熱中しています。ダンゴムシやバッタなどを無心になって捕まえる。転んでも立ち上がって一輪

車や竹馬の練習を続ける。じっと読書に集中する。どれも素晴らしい光景です。 

 好きなことや興味のあることに、時間を忘れて夢中になって取り組む。このような経験がたくさんあ

る子ほど、自信や集中力がつくと言われています。また、自信や集中力は学習にも良い影響をもたらす

だけでなく、探究心、粘り強さ、やり抜く力など、より多くの特性に繋がっていきます。 

これからも、歓声の響く築山とともに、森小っ子には、興味・関心のあることにどんどん夢中になっ

てほしいと願っています。 

森小っ子 令和２年度

第３号  

毎朝、花の世話をする森小の子どもたち 



              

◇5/25 第１回避難訓練（火災） 

 

 

 

 

 

 

 

◇６/2 小刀教室（3・4年生）   

                     

 

 

 

 

3年生は小刀に初挑戦！           竹とんぼを飛ばす 4年生 

◇６/４ 校内研究授業スタート！（6年） 

 

 

 

 

 

 

 グループの考えを説明する児童         ここ、よく書けてるね！ 

◇６/９  あしあと朝会 （いじめ見逃しゼロスクール集会） 

 

 

 

 

 

 

３・４年生が小刀で竹とんぼ作りに挑戦

しました。３年生は、初めての小刀だった

ので、おそるおそる竹を削りました。４年

生は、２回目ということもあり積極的に竹

を削っていました。 

 授業の最後には、竹とんぼを持って体育

館で飛ばしました。  

 家庭科室から出火という想定で、今年度1回目の避難訓練を実

施しました。降雨のため、体育館での避難となりましたが、子ど

もたちは「お・は・し・も」をしっかり守り、素早く避難してい

ました。消防署の方からは、火だけではなく、煙でも命を落とし

てしまうことがあることをお話していただきました。 

また、６年生は実際に消火器を使う訓練を行いました。離れた

ところから消火を開始して火が小さくなってきたら近付いて消

すことなどを指導していただきました。 

今年度最初の研究授業を実施しま

した。内容は、６年生の算数で「真分

数×仮分数」です。研究主任の牛膓教

諭は、「三条市授業スタンダード」を

受け、校内の研修テーマに沿いなが

ら授業を行いました。子どもたちは、

グループの友達と関わり合いながら

学習問題に向かって真剣に取り組ん

でいました。 

「いじめ見逃しゼロスクール集会」と関連させて、「あしあと朝会」（生活指導朝会）を行いました。 

6月 15日から7月31日までの生活目標は、「なかよくしよう きょうりょくしよう」です。朝会の前

半は、担当教諭から「ありがとう」「ごめんなさい」が仲良くなれる魔法の言葉だというお話を聞きまし

た。後半は、「ありがとうの木」「がんばりの木」の取組について、計画委員会の子どもたちによる具体

的な説明がありました。 

取組が始まって一週間 

経ってみると、「ありがと 

うの木」も「頑張りの木」 

にも、たくさんの実（子ど 

もたちのメッセージ）が、 

ついていました。これから 

も、森小っ子の素晴らしい 

実がどんどん増えそうです。 

          計画委員会の説明の様子          実がついた「ありがとうの木」と「がんばりの木」 

                                



◇６/１２ 読書旬間 （しおり作り） 

 

 

 

 

 

 

  どのカバーにしようかな。              仕上げのリボン付け 

◇６/１５ 読書旬間 （教師の読み聞かせ） 

 

 

 

 

 

 

◇６/１７ クラブ活動 実践スタート！ 

 

 

 

 

 

     プログラミングに挑戦！           お菓子作り大成功！               スライムの完成！ 

 

 

 

 

 

     楽しいバドミントン 

◇６/２２ ＡＬＴと共に外国語・外国語活動 

 

 

 

 

  

 

 

 

６月１１日から読書旬間がスター

トしました。期間中にはいろいろな

イベントがあります。第１弾はしお

り作りです。不要になった本のカバ

ーを切り、ラミネートしたり、リボン

をつけたりし、自分だけのしおりを

作りました。 

読書旬間の第２弾は先生方からの読み聞か

せです。１年生から６年生の担任の先生が別

の学年で読み聞かせをしました。大きい絵本

もあれば、小さい絵本もありました。みんな、

真剣に聞いていて素晴らしかったです。全て

図書室にある絵本なので、ぜひ、借りて読んで

ほしいです                      

 

第２回のクラブ活動がありました。ものづくり・イラストクラブ

は、きれいな色のスライムを作っていました。また、コンピュータ

ークラブは、プログラミングに挑戦していました。スポーツクラブ

はバドミントンに、料理クラブもお菓子作りに取り組んでいまし

た。どの子も楽しそうな顔をして熱中していました。 

 ALTのオリバー先生にお越しいただき、外国語・外国語活

動の授業を行いました。ALTとの授業は、１年間で低学年が

６回ずつ、３年生以上が１６回程実施する予定です。 

静かに聞く２年生              集中する４年生 


